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＊ アナフィラキシーの定義について 
「アレルギー疾患に関する調査研究報告書」によると 
「アナフィラキシーとは、アレルギー症状が２臓器以上に出現した状態を言い、アナ

フィラキシーショックとは、その状態が更に血圧低下や意識消失にまで至った状態を言

う。」と定義されています。 
また、「食物アレルギーの診療の手引き 2008」によると 
「アナフィラキシーとは、食物、薬物、ハチ毒などが原因で起こる、即時型アレルギ

ー反応のひとつの総称。皮膚、呼吸器、消化器など多臓器に症状が現れる。時に血圧低

下などのショック症状を引き起こす。こうした生命をおびやかす危険な状態をアナフィ

ラキシーショックと呼ぶ。」と定義されています。 
これらの定義を踏まえ、ここでは『即時型アレルギー反応によって呼吸困難や循環不

全（ショック）など重篤な症状を起こしたもの』をアナフィラキシーととらえ、このマ

ニュアルを作成しました。 
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